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　甘平、せとか、カラマン
ダリンなどのかんきつを育
てています。専業農家に
なって５年目ですが、それ
以前も農業関係の仕事をし
ており、ずっと農業に関わっ
てきました。
　現在、私と妻、私の両親
で、日ごろの農作業のほか、
収穫、選果、出荷までを行っ
ています。
　昨年の豪雨で被害を受
け、しんどい時期もありま
したが、生まれ育ったこの
島で、これからも農業を続
けていきます。

かんきつ農家　門野 誠司さん
（忽那諸島・中島）

甘平を収穫する門野さん（平成31年１月）

　中島で代々続く農家の11代目 門野誠司さん。平成30年７月豪雨
では、門野さんが住む中島も豪雨に見舞われました。ミカン畑のほか、
かんきつを運ぶモノラックなども甚大な被害を受けました。
　「畑が被害に遭いましたが、市からのボランティアなどが、土砂の
撤去を手伝ってくれたおかげで、畑の一部とモノラックを復旧でき
ました。その後の天候がよく、期待に応えられるような甘さの甘平
を収穫することができました」と話す門野さん。
　農作業に精を出す門野さんの背中は、常に前を見続ける大切さを
物語っているようです。

こ
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